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～編集後記～
　いつも特派員がトイレ掃除で流しているシー
トには、「トイレットペーパーと同じ溶けやすさ」
と書いてあり、ひと安心。取材後は、流しては
いけないものを流していないか、気を配るよう
になりました。食器の油汚れもふきとってから
洗うなど少しでも汚れたものを取り除き、使う
水の量も減らすよう行動にも変化が！私たちの
環境を守ってくれている下水道や処理場に負担
をかけない行動を心がけたいと思いました。

① ②
③

④

汚泥処理へ

下水道管

下水処理は微生物が主役です！
  下水をきれいにしてくれるのは、自然界に生
きている微生物‼︎ 自然に返すものだから、人
工のものではなく自然の力で浄化しているので
すね！どんどんきれいになっていく水を見て微
生物のパワーを実感！

　原田処理場では、日々の生活の中で知ることの
できないことがわかって、ビックリの連続でした。

エコなシステム汚泥処理 !!
　下水処理で発生した汚泥は、タンクに入れて
温めるとガスが発生し、量が約半分になりま
す。これを脱水して焼却します。この時に発

生したガスは焼却のための燃料や発
電に使います。さらに焼却や発電で
発生した熱は、タンクを温めるため
に再利用します。無駄がない工程に
ビックリ‼︎

「トイレに流せる…」は「水に溶ける」ではない⁉
清原さん　「トイレに流せる」と書いてあっても、

「溶ける」とは限りません。排水口や便器から見
えなくなったら流せたと考えてしまいますが、
溶けないまま処理場に流れつけば機械が壊れる

原因にもなります
ので、水に溶けな
いものは流さない
でください。

下水処理の えっ！？ほんま！？

チェック
!!

①沈
ち ん さ ち

砂池  
ようこそ！ここで
大きなゴミや砂を
取り除きます。

②最初沈殿池  
沈 砂 池 で 取 れ な
かった小さいゴミ

（汚
お で い

泥）を時間を
かけて沈め、取り
除きます。

（約 3 時間）

③反応タンク  
空気をたくさん送
ることで微生物の
働きが活発になり、
た く さ ん
の 汚 れ を
食 べ て 水
を き れ い
にします。

（約7時間）

④最終沈殿池  
汚れを食べた微生
物は底に沈み（汚
泥）、上澄みのき
れいな水は消毒設
備へ送られます。

（約 5 時間）

⑤消毒設備  
さようなら！塩素
で消毒し、猪名川
へ放流します。

原田処理場ってこんなところ！
　　　　　～下水処理のしくみ～

⑤

使った水は
　　どこ行くの？

中道 かおり岩井 亜希子

　私たちは毎日、一人あたり平均ペットボトル
（2ℓ）約 150 本分の水を使っています。では
台所やお風呂、トイレで使い汚れた水（汚水）
はどこへ行き、どうやってきれいになっている
のでしょう？
  今回は、汚水のゆくえや私たちが水を使う上
での心がけについて学んだことを紹介します！

私たちと下水
　私たちが家庭で使った水は、汚水として排水
口から下水道管へ流れます。下水道管は雨

う す い

水用
と汚水用に分かれていて、雨水は下水道管から
直接猪名川へ流れます。また汚水は一度下水処
理場へ行き、浄化してから猪名川へ流します。
　下水処理場ができる前、家庭排水はほとんど
下水処理されないまま猪名川に流しており、急
激な都市化の影響などにより、悪臭を放つ猪名

川の汚染が深刻な問題となっていました。そこ
で猪名川下流に「猪名川流域下水道原田処理場

（以下、原田処理場）」ができ、下水は適切に処
理されるようになりました。今では、猪名川流
域 8 市町（猪名川町・川西市・宝塚市・伊丹市・
大阪府豊能町・箕面市・池田市・豊中市）のう
ちの猪名川周辺地域約 77 万人分の下水と工場排
水などをきれいにし、猪名川へ放流しています。

どこにあるの？原田処理場！
  原田処理場は、大阪国際空港の南側の豊中市
にあります。予約をすれば誰でも見学できるそ
うなので、特派員もさっそくお邪魔しちゃいま
した !!

水
の
状
態

食用油や灯油などは
ぼくたちの働きを弱
めてしまうんだ！流
さないでね！

※原田処理場（パノラマ写真）

▲日本下水道協会マスコット
キャラクター「スイスイ」くん

▲ウェットティッシュ（左）とトイ
レットペーパー（右）を水に入れると、
ウェットティッシュは溶けません

　 オ ー ラ ズ マ で マ ー
ク の 写 真 か ら 動 画 を 見 よ
う！詳細はこちら→→

猪
名
川

【問合せ】上下水道課（☎ 766 － 8716）
原田処理場（☎ 06 － 6841 － 1100）

猪名川流域下水道事務所
清
きよはら

原 崇
たかひろ

宏さん

クマムシ＝微生物の一種

スイスイくん 15 時間の旅
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▲ 10月 4日、六瀬中学校１年生が、
稲刈りをしました。土を慣らすとこ
ろから、田植え、稲刈りと、全ての
行程を体験し、米作りの行程だけ
でなくその活動意義なども学びま
した。天然のアユの放流調査など
も行う同校は、本年度の「グリーン
スクール」表彰校に選ばれ、10月 5
日には、県知事より表彰を受けました。

▲10月 10日、B&G海洋
センターでアクアフェス
ティバルを開催しました。
着衣水泳では、いざとい
う時の水中での身の安全
を守る方法などを学びま
した。親子フラダンス教

室では、ハワイアン音楽に合わせ
笑顔で身体を動かしました。▲10月10日、スポーツセンター

で第 21回スポーツ祭を開催し
ました。屋外でペタンク、グラ
ウンドゴルフ、屋内ではスロー
イングビンゴが行われ、秋空の
下、参加者はそれぞれのスポー
ツを楽しみました。

体育の日！スポーツの秋を満喫 !!

▲ 10 月 15 日、中央公民館
で「ライントレースロボット
を作ろう」を実施し、町内外か
ら 7人の児童生徒が参加しました。
3Dレーザを使った地形の測定の実演
や実際に使われているロボットの見学・
操作体験後、黒線に沿って走るロボットの
製作に取り掛かりました。参加者は、「製作は難
しかったけど、うまく動いたのでやりがいがあ
りました。銀山も興味を持ちました」と話しま
した。

ハイテクロボットつくりました！

▲10月 15日、広根地区では17年間途絶えてい
た獅子舞が地区内の青年たちの力で復活。後世に伝
えたいとの思いを込めた舞は、地域住民の心にしっ
かりと届きました。

五穀豊穣願い、各地で秋祭り !!

広根地区獅子舞

▲ 10 月 9 日、北田原、南田原、北野、紫
合の 4 地区が五穀豊穣と地域活性化を願い、
合同で秋祭りを開催しました。それぞれの地
区の人口が減りつつあるなか、獅子舞や太鼓
と、協力し合って祭りを盛り上げました。

四地区合同秋祭り

文化の秋！それぞれが日頃の成果を発揮

自分たちで育てた稲を収穫！

▲ 10 月 13 日、猪
名川保育園の子ど
もたちが芋ほりを
楽しみました。収
穫したさつまいもはどれも育ちが
よく、子どもたちは力を合わせて
大きな芋を掘りあげました。

▲10月 14・15日、杉生・西畑地区で行われた「練
り込み」。月夜の下、地域の子どもたちが時代衣装
に身を包み地域を練り歩いた後は、太鼓に合わせて
八坂神社で「忠臣蔵」を披露しました。

杉生・西畑練り込み（町指定無形民俗文化財）

▶ 10 月 19 日、老人
クラブ連合会がグラ
ウンドゴルフ大会を
開催。200 人以上の
参加者は、夏のよ
うな暑さの中、元

気いっぱいにプレイしまし
た。会場では「赤い羽根共同募金
70 周年」を記念したポスター展示
や健康体操なども行われました。

秋晴れのもと、飛び交う笑顔とハッスルプレイ！

▶ 9 月 23 日～ 10 月 30 日は猪名
川町文化月間。9 月 23 ～ 25 日に
開催の町展に訪れた人は、力作ぞろ
いの作品の鑑賞を楽しみました。
　10 月 15 日には文化体育館で「第
1 回いーな！いながわ合唱祭」に
約 700 人の観客が訪れ、心地よい
声
こ わ ね

音に耳を傾けました。

おいもさん大量 !!
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